
北海道高体連より
＊新型コロナウイルス感染症に対する大会・会議・部活動等に関する対応について
〇令和２年４月１日に新型コロナウイルス感染症対策専門家会議から「新型コロナウイルス感染症
対策の状況分析・提言」が通知されました。
１ 国内の状況は新規感染者数は日ごとの差はあるものの、１日１００人を超え、累積感染者数
は 2000人を超えるに至っている。特に都市部を中心に感染者数が急増している。

２ 北海道は感染確認地域に指定され
①人の集まるイベントや「３つの密」を徹底的に回避する対策をしたうえで、感染拡大のリス
クの低い活動については実施する。

②具体的には、屋内で５０名以上が集まる集会・イベントへの参加は控えること。
③また、一定程度に収まっているように見えても、感染拡大の兆しが見られた場合には、感染
拡大のリスクの低い活動も含めて対応を更に検討していくことが求められる。

３ 「３つの密」① 換気の悪い密閉空間 ② 人が密集している ③ 近距離での会話や発声
が行われている。

〇北海道教育庁学校教育局健康・体育課より「学校の再開に伴う部活動の実施について」が通知さ
れました。
１ 部活動の大会については、５月中旬までの自粛を要請しているが、練習試合や遠征、合宿
等についても同じ扱いとする。

２ 各競技における活動等の留意事項は次項にありますので参照してください。
３ 部活動再開後については、下記の条件を理解し実践すること。
（１）人が集まる場の前後も含めた適切な感染予防対策の実施

①参加時に体温の測定ならびに症状の有無を確認し、具合の悪い生徒の参加を認めない。
②過去２週間以内に発熱や感冒症状で受信や服薬等をした生徒は参加させない。
③感染拡大している地域や国への訪問歴が１４日以内の生徒は参加させない。
④体調不良の生徒が参加しないように、キャンセル代などについて配慮する。
⑤発熱者や具合の悪い生徒が特定された場合には、接触感染の恐れがある場所や接触した可
能性のある者等に対して、適切な感染予防対策を行う。

⑥練習場所に入る際の手洗いの実施ならびに、大会や部活動の途中でも適宜手洗いができる
ような場の確保

⑦主に参加者の手が触れる場所をアルコールや次亜塩素酸ナトリウムを含有したもので拭き
取りを定期的に行う。

⑧飛沫感染等を防ぐための徹底した対策を行う。（例：「相手との距離を保つ」「声を出す機
会を」最小限にする」「咳エチケットに準じて声を出す機会が多い場合にはマスクを着用す
る」など）

（２）密閉空間・密集場所・密接場面などクラスター（集団）感染発生リスクが高い状況の回避
①換気の悪い密閉空間にしないよう、換気設備の適切な運転・点検を実施する。定期的に
外気を取り入れる換気を実施する。

②人を密集させない環境の整備。練習する場所に入る人数を少なめにし、時間差を設けた
工夫をする。

③大きな発声をさせない工夫
④共有物の適正な管理又は消毒の徹底

（３）感染が発生した場合の参加者への確実な連絡と行政機関による調査への協力
①参加した者の中に感染者が出た場合は、その他の生徒に対して連絡を取り、症状の確認、
場合によっては保健所などの公的機関に連絡をとれる体制を確保する。

②参加した個人は、保健所などの聞き取りに協力する。また、濃厚接触者となった場合は、
接触してから２週間を目安に自宅待機の要請が行われる可能性がある。

※ 全国高体連としては、令和２年度のインターハイを実施するために、これに繋がる全道大会、
地区大会は実施する方向で考えていますが、今後の各都府県の感染状況を踏まえながら検討す
る予定です。
また、道内高校生に大会や練習が原因と思われる感染者が出た場合、全ての活動及び大会等

ができなくなる恐れもありますので、慎重に進めてください。
・今後の新型コロナウイルス感染症の推移及びスポーツ庁、道教委からの通知を見ながら、必要
に応じて、最新の情報や追加的な留意事項を提供します。
（２．４．９）






